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はじめに
ジョージア植民地における奴隷解禁論争















































が出現し、セント・アンドルーズ・クラブ (St. Andrews C 1 ub一通称ScotchClub) と称し、会合を
くり返していた。彼らの主力は 1734年の自費移民で、中心人物は、パトリック・テイルファー
(Patrick Tailfer)、デービッド・ダグラス (DavidDouglass)、パトリック・ヒューストン (Patrick
Houstoun)、アンドルー・グラント (AndrewGran t)らスコットランド人と、イギリス人商人ロパー


































を強く拒否している 16)。また、ジョージア南方のデーリェン (Dari en)に入植しているスコットラ
ンド人 (HighlandScotS)から同年1月3日付で、北方のサバンナ河畔エペニーザー (Ebenezer)







































































































































こうした解禁論に対して、受託人会は、 1741年刊行のパンフレット (AnAccount Showing the 















1743年刊行の解禁派のパンフレット (ABrief Account of the Causes that Have Retarded the 








そのトーマスは 1741年9月にサバンナに戻り、父の説得にも応じず、 10月に「不平分子j の集
会を組織した。この集会で、 123人の署名を得て、 トーマスが「ジョージア住民の代理人J(Agent 











































1732 5 否決 1 
1733 : 5 10， 000 18 
1735 3 26， 000 2 
1736 : 3 10， 000 23 
1737 : 3 20， 000 23 
1738 : 3 8，000 2 
1739 : 3 20， 000 25 
1740 2 4，000 25 
7141 10， 000 24 
1742 : 3 否決 17 
1743 : 3 12， 000 20 
1746 : 2 4，000 2 
1749 ; 5 5，304 17 
1750 : 3 3，304 17 
1751 3 否決 17 
1752 4，000 17 
ム口、 計 136， 608 
Richard Dunn，“The Trustees of 









































































































1) 武器を持てる 16，._65歳の白人男子奉公人 1人につき、 4人までの男子奴隷の所有を認め、
























ルから 1772年の25.α泊バレル、総輸出額は 1761年の 15.筑氾ポンドから 1773年の 121.700ポン
























(the one thing needful)として、その解禁を要求し続けた「不平分子Jの勝利となった。まさ
に「冷徹な常識J(cold common sense)の勝利である 77)。論争は、北米 13植民地のうちで唯一つ
の奴隷禁止政策をめく'って争われ、イギリス議会にまで波及するという、北米史上特筆すべきエピ
ソードとなった。しかし論争の結末は、ジョージアへの黒人奴隷制の導入だけでなく、沿岸低地へ
の南カロライナ型米作プランテーションの急速な「拡張J(South Carol ina' s expansion)加であっ
て、解禁論争の真の勝者は、南カロライナのプランターだったのかもしれない。
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